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古
河
駐
屯
地
及
び
第
一
施
設
団
は
、

六
月
八
日
「
古
河
駐
屯
地
創
立
六
十

五
周
年
・
第
一
施
設
団
創
隊
五
十
八

周
年
記
念
行
事
」
を
挙
行
し
た
。

入
梅
後
の
雨
が
一
息
つ
い
た
こ
の

日
、
部
内
外
か
ら
多
数
の
来
賓
の
他
、

隊
員
家
族
、
地
域
住
民
等
三
千
七
百

二
十
六
人
が
駐
屯
地
を
訪
れ
た
。

記
念
式
典
に
お
い
て
執
行
者
（
豊

田
将
補
）
は
「
歴
代
司
令
等
隊
員
Ｏ

Ｂ
の
今
ま
で
の
努
力
と
来
賓
、
隊
員

家
族
及
び
地
域
住
民
の
協
力
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
た
ゆ
ま
ぬ
訓
練
と

各
種
任
務
へ
の
即
応
を
担
う
隊
員
を

労
い
、
厳
し
さ
を
増
す
我
が
国
の
安

全
保
障
環
境
に
お
い
て
、
日
々
の
努

力
を
重
ね
て
、
信
頼
さ
れ
る
強
い
自

衛
隊
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
、
我
々

の
責
務
で
あ
る
（
要
旨
）
」
と
式
辞

を
述
べ
た
。

観
閲
行
進
で
は
、
部
隊
の
堂
々
と

し
た
行
進
の
中
、
災
害
派
遣
時
に
応

急
復
旧
等
を
担
任
す
る
施
設
科
部
隊

が
所
在
す
る
駐
屯
地
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
た
装
備
品
紹
介
を
実
施
し
、

部
隊
の
特
性
と
そ
の
活
動
に
つ
い
て

来
場
者
の
理
解
の
深
化
を
図
っ
た
。

こ
の
他
、
駐
屯
部
隊
が
災
害
派
遣

等
を
担
当
す
る
市
町
の
旗
の
紹
介
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
第
１
音
楽

隊
に
よ
る
音
楽
演
奏
・
防
衛
大
学
校

儀
仗
隊
に
よ
る
ド
リ
ル
演
奏
及
び
訓

練
展
示
を
行
い
観
客
の
目
を
楽
し
ま

せ
た
。
特
に
、
訓
練
展
示
で
は
、
74

式
戦
車
や
Ｆ
Ｈ
70
等
、
各
種
装
備
の

運
用
場
面
を
展
示
し
、
来
場
者
を
魅

了
し
た
。

そ
の
後
の
装
備
品
展
示
の
中
で
は
、

双
腕
作
業
機
を
使
用
し
た
資
材
等
の

移
動
、
器
材
の
切
断
等
を
展
示
し
、

災
害
派
遣
の
際
は
民
間
の
器
材
を
使

用
し
て
瓦
礫
の
撤
去
作
業
な
ど
が
可

能
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
ま
た
、

ち
び
っ
こ
広
場
や
売
店
等
は
絶
え
ず

来
場
者
で
賑
わ
い
、
大
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
た
。

防衛大学校ドリル

祝賀会食 訓練展示 市町旗紹介

装備品展示（双腕作業機） 観閲行進

観閲部隊

執行者(豊田陸将補)



（２） 令和元年 ７月 １ ６ 日

第１施設団本部付隊
柏瀬曹長

８月１１日付

古河駐屯地業務隊
天谷１尉

１０月２０日付

古
河
駐
屯
地
各
部
隊
は

四
月
九
日
か
ら
十
一
日
、

十
六
日
か
ら
十
八
日
の
間

で
六
社
、
計
三
十
二
名
の

企
業
生
活
体
験
を
実
施
し

た
。本

体
験
で
は
企
業
の
要

望
で
あ
る
「
規
律
心
・
団

結
心
の
向
上
」
に
重
点
を

お
き
、
基
本
教
練
・
天
幕

構
築
・
野
営
・
連
結
・
体

力
測
定
・
行
進
・
救
急
法

等
の
体
験
を
行
う
と
と
も

に
、
併
せ
て
自
衛
隊
の
任

務
等
も
説
明
し
、
多
岐
に

わ
た
る
活
動
な
ど
に
つ
い

て
参
加
者
の
理
解
を
深
め

た
。着

隊
し
た
当
初
は
、
緊

張
し
た
面
持
ち
で
あ
っ
た

が
、
隊
員
と
接
し
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
、
次
の

行
動
を
考
え
て
機
敏
に
行

動
す
る
者
、
ま
た
、
で
き

な
い
者
を
応
援
す
る
者
と
、

自
衛
隊
の
規
則
正
し
い
生

活
を
通
し
て
規
律
心
・
団

結
心
を
向
上
し
た
。

体
験
者
か
ら
は
「
基
本

教
練
等
で
の
集
団
行
動
や
、

人
を
指
揮
す
る
こ
と
が
難

し
か
っ
た
」
「
集
団
生
活

に
戸
惑
っ
た
が
、
同
期
と

絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
」
「
会
社
で
は
で
き
な

い
様
々
な
事
を
体
験
さ
せ

て
頂
き
、
勉
強
に
な
っ

た
」
等
の
感
想
が
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
三
日
間
と
い

う
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た

が
、
内
容
の
濃
い
体
験
と

同
期
の
絆
を
深
め
、
参
加

者
達
は
駐
屯
地
を
後
に
し

た
。

救急法 連結

体力測定 天幕構築

第１０１施設器材隊
八木１曹

９月２３日付

団結会

ベッドメイク 基本教練

行進

終了式・委嘱式

関東補給処古河支処
二ッ森２曹

１０月１９日付

古
河
駐
屯
地
は
五
月
二
十
九
日
、
平
成
三
十
年
度

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
終
了
式
及
び
令
和
元
年
度
駐
屯
地

モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式
を
実
施
し
た
。

本
行
事
お
い
て
、
終
了
者
に
は
引
き
続
き
、
駐
屯

地
に
対
す
る
意
見
・
要
望
等
を
お
願
い
し
、
委
嘱
者

に
は
モ
ニ
タ
ー
の
役
割
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
自

衛
隊
（
駐
屯
地
）
の
概
要
説
明
及
び
駐
屯
地
を
見
学

頂
い
た
。

ま
た
会
食
で
は
業
務
隊
長
を
交
え
、
様
々
な
意
見

を
交
換
し
て
、
駐
屯
地
と
地
域
社
会
と
の
一
体
化
を

図
る
と
と
も
に
、
親
近
感
の
醸
成
を
図
っ
た
。

七
月
一
日
付
、

転
入
事
務
官
一
名

（
稲
葉
事
務
官

㊧
）
、
新
規
採
用

事
務
官
一
名
（
田

中
主
事
㊨
）
の
計

二
名
の
事
務
官
が

新
た
な
戦
力
と
し

て
古
河
駐
屯
地
に

配
置
さ
れ
た
。

会食駐屯地見学

委嘱式者との記念撮影



五
月
二
十
一
日

か
ら
二
十
四
日
ま

で
の
間
、
自
衛
隊

統
合
防
災
演
習
に

参
加
す
る
と
と
も

に
、
古
河
支
処
実

動
訓
練
と
し
て
、

非
常
呼
集
訓
練
か

ら
Ｆ
Ｓ
Ａ
要
員
の

出
発
準
備
、
Ｆ
Ｓ

Ａ
集
積
品
の
車
両

積
載
・
卸
下
を
演

練
し
、
対
処
計
画

の
実
効
性
を
向
上

さ
せ
た
。

ま
た
、
本
駐
屯

地
が
Ｆ
Ｓ
Ａ
に
指

定
さ
れ
た
場
合
の

Ｆ
Ｓ
Ａ
各
施
設
の

配
置
等
に
つ
い
て

現
地
調
整
を
実
施

し
た
。

（３） 令和元年 ７月 １ ６ 日

記念撮影

現場説明

発電機の故障診断油圧ショベル（グラップル）点検

五
月
七
日
か
ら

十
七
日
ま
で
の
間
、

平
成
三
十
一
年
度

春
季
東
・
北
富
士

演
習
場
定
期
整
備

支
援
を
実
施
し
た
。

支
援
期
間
中
、

部
隊
か
ら
の
要
求

に
基
づ
き
、
計
七

回
の
部
品
補
給
を

実
施
す
る
と
と
も

に
、
野
整
備
部
隊

に
対
す
る
技
術
援

助
を
実
施
し
て
、

施
設
器
材
の
可
動

率
向
上
に
寄
与
し

た
。ま

た
、
本
定
期

整
備
の
場
を
活
用

し
、
前
方
兵
站
支

援
を
想
定
し
た
指

揮
所
の
開
設
・
運

営
に
つ
い
て
演
練

し
、
練
度
の
向
上

を
図
っ
た
。

ＦＳＡ要員の隊容検査

車両を誘導時の状況 架設完了したパネル橋
ＭＧＢ

ＦＳＡフォークリフト
の積載

【
不
断
の
生
活
・
勤
務
環
境
の

改
善
】

隊
は
１
四
半
期
駐
屯
地
施
設

の
整
備
と
し
て
、
四
月
、
受
水

槽
フ
ェ
ン
ス
塗
装
、
芳
山
亭
天

井
・
屋
根
補
修
等
、
三
十
八
件
、

五
月
、
給
油
所
発
電
機
切
替
盤

設
置
、
給
水
配
管
漏
水
補
修
等
、

十
七
件
、
六
月
、
女
性
外
来
宿

舎
整
備
、
前
期
ボ
イ
ラ
ー
検
査

等
、
二
十
一
件
、
計
七
十
六
件

の
整
備
を
実
施
し
勤
務
・
生
活

環
境
の
不
断
の
改
善
を
図
っ
た
。

特
に
芳
山
亭
天
井
・
屋
根
補

修
は
長
年
の
使
用
で
傷
ん
で
い

た
天
井
の
張
り
替
え
及
び
屋
根

か
ら
の
雨
漏
り
箇
所
を
補
修
し

快
適
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
ま
た
、
五
月
は
漏
水
が
相

次
ぎ
、
第
一
補
給
品
庫
屋
外
給

水
管
、
駐
屯
地
屋
外
給
水
管
、

四
号
隊
舎
汚
水
管
の
計
三
箇
所

の
漏
水
補
修
を
実
施
し
駐
屯
地

の
保
守
を
図
っ
た
。

【
大
規
模
震
災
対
処
（
非
常
用

発
電
機
等
検
証
訓
練
・
01
Ｊ
Ｘ

Ｒ
）
】

隊
は
五
月
十
六
日
、
非
常
用

発
電
機
等
検
証
訓
練
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
五
月
二
十
一
日

か
ら
二
十
四
日
の
間
、
01
Ｊ
Ｘ

Ｒ
（
令
和
元
年
度
自
衛
隊
統
合

防
災
演
習
）
に
参
加
し
た
。

非
常
用
発
電
機
等
検
証
訓
練

で
は
駐
屯
地
全
域
の
電
力
供
給

が
遮
断
さ
れ
た
状
況
（
停
電
）

を
想
定
、
非
常
用
発
電
機
に
よ

る
電
力
供
給
を
検
証
し
問
題
点

を
把
握
、
処
置
要
領
を
案
出
し

非
常
用
電
源
使
用
時
の
改
善
処

置
の
資
を
得
た
。
ま
た
、
01
Ｊ

Ｘ
Ｒ
で
は
方
面
隊
の
訓
練
に
参

加
す
る
と
と
も
に
、
指
揮
所
活

動
及
び
各
科
機
能
別
訓
練
を
実

施
、
特
に
家
族
支
援
に
関
す
る

訓
練
で
は
宿
泊
を
伴
う
子
供
面

倒
見
を
実
動
に
よ
り
検
証
し
更

な
る
実
効
性
向
上
の
資
を
得
た
。

01JXR
（子供面倒見施設開設）

芳山亭天井補修給水管漏水補修 非常用発電機等検証訓練
（送電切替）

五
月
九
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
間
、
「
令
和
元
年

度
春
季
東
・
北
富
士
演
習
場
定
期
整
備
」
に
参
加
し

た
。
十
二
日
に
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
部
隊
活

動
の
理
解
の
促
進
及
び
家
族
相
互
の
親
睦
を
目
的
と

し
て
、
隊
員
ご
家
族
並
び
に
隊
Ｏ
Ｂ
会
幹
事
を
招
い

て
「
富
士
見
学
会
」
を
実
施
し
た
。

初
め
に
、
隊
長
に
よ
る
挨
拶
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

を
行
っ
た
後
、
隊
Ｃ
Ｐ
、
炊
事
場
、
廠
舎
内
等
を
案

内
し
隊
員
の
生
活
環
境
を
見
て
頂
い
た
。

ま
た
、
東
富
士
演
習
場
近
隣
の
「
胎
内
神
社
」
を

参
拝
し
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
た
。

最
後
に
、
隊
が
運
営
す
る
大
野
原
採
礫
場
へ
案
内

し
、
小
隊
長
名
渕
三
尉
に
よ
る
現
場
説
明
、
施
設
器

材
の
紹
介
を
含
む
隊
の
活
動
状
況
を
間
近
で
見
て
頂

き
、
普
段
、
見
る
こ
と
の
な
い
隊
員
の
活
動
と
部
隊

に
対
す
る
理
解
促
進
に
繋
げ
、
本
見
学
会
及
び
定
期

整
備
を
無
事
に
終
了
し
た
。

隊
は
六
月
二
十
三

日
か
ら
二
十
七
日
ま

で
の
間
「
第
二
回
隊

野
営
訓
練
」
を
実
施

し
た
。

各
中
（
付
）
隊
は
、

高
度
な
技
術
と
能
力

を
有
す
る
専
門
部
隊

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
任
務
遂
行
に
邁
進

し
た
。

野
営
訓
練
を
通
し

て
、
全
隊
員
は
持
ち

前
の
高
い
士
気
と
団

結
力
を
も
っ
て
、
全

て
の
任
務
を
完
遂
し

部
隊
の
練
度
向
上
に

繋
げ
た
。



（４） 令和元年 ７ 月 １ ６ 日

岡村３曹

会食の様子

射撃訓練の様子

タイヤ交換の様子

整備競技の様子駒門道（走行散布）

分隊ミッションブリーフィング

電話機を設置する隊員

五
月
八
日
か
ら
十
七

日
ま
で
の
間
、
東
富
士

整
備
支
援
隊
と
し
て
、

当
該
整
備
に
参
加
し
た
。

野
整
備
支
援
の
実
施

に
よ
り
本
演
習
場
定
期

整
備
の
円
滑
な
実
施
に

寄
与
す
る
と
と
も
に
、

本
期
間
を
部
隊
練
成
の

場
と
し
て
最
大
限
活
用

し
、
野
外
整
備
能
力
の

向
上
を
図
っ
た
。

五
月
十
二
日
、
東
富

士
演
習
場
に
お
い
て
大

隊
野
整
備
競
技
会
（
車

両
回
収
）
を
実
施
し
た
。

本
競
技
会
で
、
野
整

備
部
隊
が
作
戦
行
動
す

る
た
め
に
必
要
な
実
員

指
揮
能
力
及
び
野
外
に

お
け
る
整
備
技
術
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、

部
隊
の
団
結
を
強
化
し
、

士
気
を
高
揚
さ
せ
た
。

四
月
九
日
か
ら
十
一
日

ま
で
の
間
、
第
一
回
中
隊

統
制
訓
練
を
実
施
し
た
。

小
隊
長
命
令
下
達
後
、

各
分
隊
計
画
で
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
行

い
、
高
田
駐
屯
地
の
往
復

を
無
事
故
で
走
行
し
、
若

年
隊
員
の
操
縦
能
力
及
び

分
隊
長
の
指
揮
能
力
を
向

上
さ
せ
た
。

五
月
七
日
か
ら
十
六
日

ま
で
の
間
、
春
季
東
富
士

演
習
場
定
期
整
備
に
参
加

し
、
ダ
ン
プ
に
よ
る
全
般

支
援
任
務
を
一
件
の
事
故

も
な
く
完
遂
し
た
。
こ
の

間
、
総
運
土
台
数
五
百
七

十
一
台
・
三
千
四
百
二
十

六
㎥
の
骨
材
を
運
搬
し
、

若
年
隊
員
の
操
縦
能
力
及

び
施
設
機
械
操
作
能
力
を

向
上
さ
せ
た
。

野外訓練の様子

中隊創隊１０周年記念撮影

中
隊
は
六
月
十
二
日

か
ら
十
四
日
ま
で
の
間
、

東
富
士
演
習
場
に
て
中

隊
野
外
行
動
訓
練
を
実

施
し
た
。

本
訓
練
に
お
い
て
、

中
Ｓ
Ａ
Ｍ
中
隊
と
し
て

野
外
行
動
に
必
要
な
各

種
能
力
を
向
上
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
引
き
続

き
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
対

応
で
き
る
よ
う
練
成
を

継
続
し
、
精
強
な
部
隊

を
目
指
し
て
い
く
。

中
隊
は
六
月
八
日
、
駐
屯

地
創
立
六
十
五
周
年
記
念
行

事
に
併
せ
て
、
中
隊
創
隊
十

周
年
記
念
懇
親
会
を
実
施
し

た
。
懇
親
会
に
は
歴
代
中
隊

長
を
始
め
と
し
た
中
隊
Ｏ
Ｂ

の
方
々
、
第
二
高
射
特
科
群

長
及
び
隊
員
家
族
等
多
数
の

参
加
を
頂
き
、
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
諸
先
輩
方
が

築
い
て
き
た
良
き
伝
統
を
継

承
し
、
更
に
飛
躍
す
る
こ
と

を
胸
に
誓
っ
た
。

四
月
十
九
日
、
古
河
派
遣

隊
へ
第
三
二
〇
基
地
通
信
中

隊
長
が
来
隊
、
初
度
視
察
が

行
わ
れ
た
。
通
信
所
勤
務
を

は
じ
め
と
し
て
派
遣
隊
一
丸

と
な
り
、
業
務
の
円
滑
か
つ

確
実
な
実
施
の
た
め
に
整
備
、

保
全
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
る
か
の
視
察
を
受
け
た
。

こ
の
日
は
会
食
も
行
わ
れ
、

中
隊
長
及
び
通
信
隊
先
任
陸

曹
、
古
河
派
遣
隊
か
ら
七
名
、

合
計
九
名
が
参
加
、
終
始
和

や
か
な
会
食
と
な
っ
た
。

朝
霞
駐
屯
地
の
東
通
群
教

育
隊
で
三
ヶ
月
間
の
臨
時
勤

務
を
終
え
た
小
澤
三
曹
が
原

隊
復
帰
し
、
同
月
七
日
か
ら

十
四
日
ま
で
の
間
、
現
在
、

霞
ヶ
浦
駐
屯
地
で
教
育
中
の

元
教
え
子
達
の
内
の
三
人
が

通
信
所
研
修
の
た
め
古
河
派

遣
隊
に
来
隊
し
た
。

駐
屯
地
記
念
行
事
と
重
な

り
、
研
修
者
に
も
実
作
業
を

行
わ
せ
、
非
常
に
実
務
に
近

い
研
修
と
な
り
大
き
な
糧
と

な
っ
た
。

六
月
九
日
か
ら
十
一
日

ま
で
の
間
、
東
富
士
演
習

場
に
お
い
て
野
外
会
計
訓

練
を
実
施
し
、
展
開
地
域

に
お
け
る
会
計
支
援
態
勢

の
確
立
及
び
各
種
状
況
へ

の
対
応
要
領
に
つ
い
て
演

練
し
て
野
外
会
計
実
務
能

力
の
向
上
を
図
っ
た
。

九
月
予
定
の
訓
練
検
閲

受
閲
に
お
い
て
訓
練
成
果

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ

う
更
な
る
練
成
に
励
ん
で

い
く
。

五
月
七
日
か
ら
十
七
日

ま
で
の
間
、
演
習
場
定
期

整
備
会
計
同
行
支
援
班
と

し
て
、
冨
嶋
三
尉
、
岡
村

三
曹
が
参
加
し
、
整
備
隊

に
必
要
な
借
上
器
材
に
係

わ
る
調
整
、
糧
食
品
現
地

調
達
及
び
緊
急
調
達
対
応

等
を
実
施
し
た
。

優
秀
隊
員
と
し
て
、
第

一
施
設
団
長
よ
り
岡
村
三

曹
が
褒
賞
を
受
け
た
。

順 位 部 隊

１位 器材隊架橋中隊

２位 ダンプ中隊

３位 古河支処施設部

４位 業務隊

５位 高射中隊

６位 団本部付隊

７位 施設直接支援大隊

８位 高射直接支援小隊

９位
会計隊

基通隊

１０位

器材隊本部付隊

器材隊特殊器材中隊

古河支処総務部

第１位 器材隊架橋中隊の花壇

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

前
期
に
つ
い
て
は
、

第
一
〇
一
施
設
器
材

隊
が
第
一
位
、
二
位

以
下
の
結
果
に
つ
い

て
は
左
記
の
と
お
り
。

後
期
に
つ
い
て
は
十

一
月
を
予
定
、
各
部

隊
の
団
結
力
を
見
せ
、

表
彰
台
を
目
指
そ
う
。


